
 



 昨年の秋口、洛西の光明寺を訪れた。きっかけはこの寺の管長様が当法人の評議員をお受け頂いていた

からである。紅葉でも有名なお寺で、境内奥をめぐると時期が少し早かった為か薄紅葉の楓がチラホラ眺

められる風情であった。堂内を一順し管長様のお話を拝聴。だが肝心の法然上人のみ教えから始まった光

明寺の縁起については失念した。ただ一つ記憶している事はこの寺が源平争乱時、名を残した熊谷直実が

開祖であるという事であった。坂東武者の定めとは言え若き平家の公達の首をはねねばならなかった己の

宿業に救いを請いたかったのであろう。縁あって法然上人のみ教えから仏道に帰依、光明寺の一宇をのこ

された。私は管長様の話しを自分流に「一念発起」という言葉に置き変えた。そしてなわて更生園の創設

期と思いめぐらした。すると「一念発起」した河内手をつなぐ親の会メンバーの面影が彷彿と浮ぶのであ

る。あの立ち上げの一念はいつ、どこにいってしまったのか。今だれがあの一念を追っているのだろう。

視点を変えて、国や宗教界の流れを思うに衰退の時代を乗り越えて必ず中興の祖が出現している。南北朝

における後醍醐天皇、徳川幕府時の八代将軍吉宗、浄土真宗の蓮如、等々いづれの人たちも開祖の一念に

立ち帰ってその時代時代の人々にとってより良き啓発を成し遂げていったと考えるのである。ならば当法

人の「立ち上げの一念」を再生する人はどうであろうか。別段中興の祖に！と言っているのではない。今

の我事に求められている命題の一つ一つを自覚し、そしてその宿題として果たしていく心づくりが大事な

のではと思うのである。一人一人が宿題を果す働きをしなければ社会は無関心を装うだけである。創設期

の親たちは我子のしあわせを願って一念発起したのだ。そして我子を含む仲間たちと普通のくらしができ

る地域社会をめざしてきたと思っている。新しき年を迎え今年も「一日発起」を重ね法人目標の再生を求

めて行きたいと願っている。 



 

今年度も９つのグループに分かれて、「温泉」「乗り物」「テーマパーク」とそれぞれ希望

したプランで旅行に出かけました。皆さんの楽しんでいる様子をご紹介します。 

 



 ７月から延期になっていた１日外出！１１月１０日に場所も変更して秋の紅葉を見に箕面方面、勝尾寺に

出かけてきました。四条の外出は「食を楽しむ」事も目的の１つでもあり、今回は「美々卯」で美々卯御膳

をいただきました。とても上品な器に綺麗に添えられたお料理、利用者の皆さんも「美味しい美味しい」と

目を輝かせていました。しめじご飯はお代わりもできデザートまで付いて、大満足でした。 

 そして、山道を登る事３０分勝尾寺へ…紅葉も今が見ごろで本堂に向かう階段もしっかり歩いてのぼり、

みんなで記念撮影！帰りはスロープになっていたのでらくらく下れました。お土産も買い美味しいものも食

べ、笑顔いっぱいの外出になりました。                       （花村 昭子） 

 平成２９年１０月１２日（木）に奈良県大和高田市にある靴下工場へ「靴下のはぎれ」を頂きに行きました。

９月末に配布する予定表には１０月１２日の外出と記入があり、久しぶりの外出ということもあり２週間も先の

ことですが皆さんとても楽しみにされていました。ですが１番の楽しみが外出＝外食ということで何を食べる

か？と２週間も前から考えておられました。車での移動は特に楽しみではないようで、いざ出発して１５分頃に

は・・・ウトウトとおやすみモードでした。 

 靴下の「はぎれ」は９０ℓの袋を１０袋ほど大量に頂くので靴下工場へ行くときには、マイクロバスで出掛け

ています。バスということもありお店には出入りが難しく基本的には行きの高速道路（サービスエリア）で食事

を摂っています。皆さん食べたいものもある程度決めておられたのですぐに注文し美味しく頂きました。 

 昼過ぎには工場へ行き、帰る前にトイレ休憩で立ち寄る道の駅へ行くと、そっそっそこには大和高田市のゆる

キャラを発見！！皆さんトイレどころではなく１人づつ握手するため順番に並び、終えるとトイレに行くことを

忘れ車に戻って来られました・・・ゆるキャラを見てテンションも上がり、蔀屋作業

所へ到着するまで盛り上がってお話しされていました。 

Ｎさん：「なかに入っているのは女かな？男かな？多分若い人やと思うな～」と、中

に入っている人のことを帰宅時間まで考えておられました。 

                     （福留 真二） 

※靴下のはぎれを編んで左の写真のような、座布団や鍋敷き 

 などを作っています。色合いも豊富です！！ 



    みなみの工房5周年感謝ウィーク 盛況 
 昨年の１０月に迎えましたみなみの工房５周年感謝ウィークの模様を

報告したいと思います。「いつも親身になって関わってくださる皆様に

少しでも喜んで頂こう」をコンセプトに掲げ、みなみの工房一同、又法

人事業所の協力も得ながら準備し当日を迎えました。日頃の行いは決し

て悪くないはずと思い込んでいましたが、あいにくの空模様が連日続く

ことに・・・。「ひょっとしたら、来客が無く寂しい感謝ウィークにな

るかも」とハラハラとしていましたが、その

天候の中、実に多くの方々が足を運んでくださって感謝の気持ちでいっぱいになりまし

た。みなみの工房の製品のご購入やクレープ、コーヒー等、たくさん注文して頂きあり

がとうございました。ゲームコーナーのヨーヨー釣りでは、地域の子供たちがお友達を

呼び合い、ワイワイと賑わっている場面をみて、本当に良い５周年感謝ウィークになっ

たなぁと思っています。又、５周年記念誌の作成にあたり、ご多忙の中、執筆をお引き

受け下さいました地域の皆様、関係者の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 今後も、地域に必要とされる事業所であるように、歩んでいけたらと思います。          

 今年も皆さま、どうぞよろしくお願い致します。          (上原 和人)   
                                              

 当日（１０月１５日）の天候が１２

日の時点で降水確率７０％だった為、

中止という判断に至りました。楽しみ

にされていた関係者の皆様、保護者の

方々、そして何より利用者さんには開

催出来ず申し訳ない気持ちでいっぱい

です。その為、なわて更生園では「な

わてまつり」雨天プランを食堂で行い

ました。午前はヨコタチハルさんによ

るミニコンサートでした。アコース

ティックギターの音色にのせて、いき

ものがかりの「ありがとう」や宇多田

ヒカルの「花束を君に」など朝ドラで有名な曲を披露してくださいました。

とても素敵な歌声でしたね。なわて更生園の館内が優しい空気に包まれたよ

うでした。その場におられた利用者さん・職員からも「綺麗な優しい声で心

に響きました」といった言葉が聞かれました。偶然にも当日はヨコタさんの

誕生日ということもあり、花束をサプライズでお渡ししました。来年は是非

とも青空の下で聞きたいですね。ヨコタチハルさん、ギターを弾いてくだっ

た清水さん改めてありがとうございました。 

 午後からガラリと趣向を変え利用者さんと、職員だけで食堂にて大声コン

テスト、カラオケ大会を行いました。外は雨でしたが館内は晴れ晴れした利用

者さんの笑顔でいっぱいでした。来年は天気が晴れてグラウンドでなわてまつ

りが開催出来ることを祈りたいです。今年度は中止となってしまいましたがご

協力してくださった関係者の皆様に紙面をお借りして、御礼申し上げます。                            

                              (矢口 淳一)                              

今年度のなわてまつりは雨天で中止 利用者さんには雨プランを・・ 

 笑顔あふれる会場の様子 

サプライスの花束贈呈に思わず・・・ 

     みなみのメンバー集合! 

ありがとうを お伝えしたくて

ご近所さんいらっしゃい 



 

 

 忍丘作業所では運動不足解消、気分転換も含めて出来る限り散歩に

出る機会を設けるように、こころがけています。近所を歩いている

と、日ごろの活動(カラコロ体操)(お花、折り紙)などを通じてたくさ

んの方に顔と名前を憶えていただいており、散歩の道すがらでも、あ

ちこちで知った顔に出会うので，そのたびに「こんにちは」と気軽に

お声をかけていただきます。このように地域の皆様の温かい思いに触

れる時、たとえ疲れた足取りでも、途端にウキウキ気分になり、心も

散歩しているような思いになれます。また季節を感じる散歩も大事に

しています。紅葉の見頃な時期に山田池公園まで車チーム、電車チー

ムに分かれて行きました。その日は少し肌寒かったのですが、天気も良

くて散歩日和でした。朝から何にしようか？と迷いながら決めたお弁当

を食べて腹ごしらえした後は、地図を片手に綺麗な景色を目指して公園内を散策しました。大きな橋（美月橋）の

途中で景色が良かったのでみんなで記念撮影しました。なかなかみんなが同時にカメラに

向いてくれないので撮るのが一苦労でした。その後、紅葉が見頃なもみじ谷へ行くと黄色

や赤に色付いた素晴らしい風景が広がっていて、心が洗われる様な気分になりました。そ

の後、近くの浮見堂に向かうと優雅に白鳥が池を泳いでいたのでそこでもパチリ。たまに

はこんな散歩もいいですね。                      (神田 卓哉) 

                           

                                     

            

季節を感じて・・忍丘作業所 今日も歩いてます 

一昨年末に大規模改修工事を終えたのも束の間、昨年年明け早々園内にある受水槽の警告ランプが鳴り響く。

当時、施設建設にあたって、山の中腹ゆえ、施設建設以前に何もない所に生活用水を確保するために施設建設予

定地より数百メートル下ったお寺さんから水道をお分け頂き、その周辺に私設の受水槽を整備し、約５４０メー

トルの登り坂に沿って水道管を敷き、施設内の受水槽へと水を送り上げ貯水し、生活施設のライフラインとして

現在に至っています。当時を思うと、何もないところから施設の建設のみならず、上下水道、電力等のインフラ

整備の建設に当時の方々の御苦労は察するに余りあります。四半世紀以上が経ち、山道を通りながら配管が埋め

られているだろう道路面から染み出る水は山からの湧水なのか、もしくは水道管の劣化による漏れなのかと気に

なりながら様子見していると、いよいよ無視出来ない漏水がきっかけとなり昨年９月からの給水管埋設工事に至

りました。車両の対向もままならない一車線の獣道です。通行を遮断され支障なく生活がやっていけるのかとい

う心配が工事に踏み切れないこともあったかも知れません。何よりも通勤車両の調整から始まり、次に生活施設

への物流、地域のハイカー等。どれもすべて避けられない車両です。結果的に昼間の工事では支障となり夜間工

事に切り替え1ヶ月半の工事は滞りなく終えることが出来ました。その間地域の方々には通行にご不便おかけし

ました。今回の工事にご理解ご協力頂き紙面を借りて御礼申し上げます。さて、業者の説明ではその配管自体は

１００年先まで耐久性に優れているとか。大変結構な話ではあるが、それまで法人が、はたして継続しているの

かが気になるところでありますが、１００年先とは言わず、まずは１０年先までご飯が支障なく食べられるよう

に給水管のライフラインに続き、一昨年の大規模改修の一環で、厨房の改修工事にも取り掛からせて頂きまし

た。より良い厨房設備が整い、おいしい食事で楽しみごとが更に充実出来ればと思っております。今年もどうぞ

よろしくお願い致します。                                (上原 文裕) 

なわて更生園 給水管埋設工事が完成  100年先まで大丈夫!? 

未来へ託すもの・・・ 

   山田池公園お散歩中 



 16年の感謝をこめて  

清滝ホームの廃止と北条に新住居を開設 

 前回も「平成２７年４月施行消防法改正、平成３０年３

月末での猶予期間が間もなく終了します。」と記しまし

た。昨年は消防法適合にむけてバタバタとしておりまし

た。グループホームの住居として消防法上、連動型の自動

火災設備、誘導灯等かかせなく（「（６）項ハ」）また障

害支援区分４～６が大勢を占める清滝の家（「（６）項」

ロ）はスプリンクラー若しくはそれに準じるもの（パッ

ケージ型自動消火設備）が欠かせなくなりました。昨年の

１１月に「北条の家２住居」を「大東市グループホーム等

開設等補助金」を助成頂き開設。 

 グループホーム清滝の家は、事業を開始して本年で１６

年目。１６年前はじめてのグループホームが府営清滝団地

でスタートしましたが、今回そのホームを昨年の１１月２

０日移転１２月１日で廃止という結論に至りました。苦渋の決断で本当に府営清滝住宅自治会・福祉委員の皆様、

棟・階段の皆様近隣の方々には大変お世話になり感謝の言葉もありません。「開設と廃止と」真逆に思える事柄で

ありますが、ひとえに地域生活というものは様々な方々のご理解ご協力の上に、成り立っていくものと痛感してお

ります。賑やかなグループホームではございますが今後共、皆様宜しくお願い致します。      (尾座 賢太)                  
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ある日  ホームにて  １１月のとある日曜日、しとみやの家近くの公

園に手作り弁当を持って秋を感じに行ってきまし

た。その日は天気も良く、風もなくいい日でし

た。外で食べるお弁当はまた格別のもの、あっと

いう間に皆さん完食。秋を感じながら・・・とま

でではなかったですがいい昼食の時間でした。お

弁当もとっても美味しかったです。ごちそうさま

でした。 

ピクニック気分でしたね! 

しとみやに画伯発見です 誰の肖像画? 

木
漏
れ
日
が
心
地
よ
く
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ショートステイでの出来事。 

ショートステイでの出来事。 

 しとみやの家のショートス

テイでのある日の夜、「私の

顔 を 書 い て も ら えませ ん

か？」とお願いしたところ、

私の顔をじっとみながら描い

てくださいました。Ｅさんあ

りがとうございました。これ

からも色んな絵を描いて下さ

いね。楽しみにしてます。 

        (佐藤  朋子) 

 

 



 平成３０年４月１日より福祉医療費助成制度が変更になります。おそらく皆様は、府政だより

や市政だより等でご存知かと思いますが、通院費上限１０００円だったものが、１回上限５００

円で受診する度に自己負担、例えば点滴を要するような病気で５日間行けば、５００円×５日で

院外処方箋となれば薬局にも１回上限５００円が必要になるようです。耳鼻科通院を週３回定期

受診し、支払いをしたら６０００円必要になります。後に市役所に手続きをすれば通院費の自己負担２５００円

分以上は償還されますが、薬局分は対象外とのことです。 

 今後、なわて更生園の入所利用者の方々も高齢化が進むと風邪をひきやすくなったりして体調不良の方が通院

の回数も増えるかと想像すると、医療費の額も保護者の方の負担が増えることは必然的となります。また、市役

所での手続きを考えると、領収書は原本が必要になりますので捨てないようにしてください。ご不明なことは、

お住いの障害福祉課に問い合わせて手続き方法の確認が必要です。実際の動きがどうなるのか、私自身も本格的

には始動していないので、イメージしにくいですが、病気の予防・早期発見に努める、長引かないようにするな

ど心がけていきたいと思っています。そして、個々の障害の特徴ゆえの二次的な病気に気を付けなければいけな

いという思いでいっぱいです。                             （福留 友子） 

 １０/１７～１１/２１までの約一か月間厨房改修のため、仮厨房で食事を作っていました。食堂を３分の１使

い、仮厨房を設置していただきました。思っていたよりも広くて、ゆったりとしていました。もちろん仮厨房な

ので、水道が１ヶ所だったり、電源が少なかったり、換気扇が立派すぎて寒いなど多少の不便はありましたが、

厨房職員で知恵を出し合って頑張りました。それでも、いつも通りに食事が作れないので利用者の方々にはご迷

惑をおかけしていました。 

 不便なりにも、だんだんと使い慣れていきましたが、馴染んだ頃に工事は終了となりました。 

 毎日外側からきれいになった厨房を想像していたので、生まれ変わった厨房に会える日がとても待ち遠しかっ

たので嬉しさも倍になりました。 

 今回の改修に伴って、たくさんのみなさんのお世話になりました。本当にありがとうございました。 

             （正長 治） 

 

                                            

工事中の厨房内の様子☆ 

すべてのものが一旦なくなり

ました！！！ 

 
食堂３分の１のス

ペースで作った仮厨

房☆使い勝手が違い

ます！ 

食堂内も縮小され、厨房完成が待ち

遠しかったです☆ 

大鍋とガスコンロが心機

一転、新しくなりました

～！！！！ 

床が白いタイルからウレ

タン塗装の緑一色の床に

大変身しました☆印象も

ガラッと変わります！！ 

トイレも 

リニューアル☆ 



 

去る１１月６日（月）～８日（水）の３日間、泉南にあります大阪府立砂川厚生福祉センター「いぶき」にて

現場実習をさせていただきました。 

「いぶき」は定員４０名（男性２７名、女性１３名）で、男性は3棟、女性は1棟に分かれて生活されていま

す。利用対象の方は、自閉症や最重度の知的障がい者で強度行動障がいの状態を示される方々で、「いぶき」で

は実際にどのような支援をされているのか、また、同じ入所施設としてどのような日中活動、生活をされている

のか等も少しの間ですが触れることができました。 

支援では「自閉症という文化」という視点で捉えられていると感じました。否定、注意ばかりを受けてきて、

それが高ストレス＝強度行動障がいへとつながっているというお話を実習中されていました。実際ほとんど否定

等の声掛けはされておらず、利用者の方からの要求もほぼ可能な限り対応されていました。併せて視覚化、構造

化という支援があり、みなさん落ち着いておられるのかも知れません。 

個人的には考え方として拒否、否定的な支援ばかりになっていないか、肯定的、受容的な姿勢、態度で支援で

きているのか、といった事を振り返るよい機会にもなりました。 

最後になりましたが、砂川福祉厚生センターのみなさまにはお忙しい中、大変お世話になりありがとうござい

ました。実習で教えていただいたことを今後の業務や利用者の方への支援に活かせる様、全体で共有しチームと

して実践に臨めればと思います。                            （横川 浩一） 

 今更という気もしますが、マイナンバー制度が平成２８年１月から開始されてちょうど２年が経過しまし

た。そこで、今回はそれについてクローズアップしてみたいと思います。そもそもマイナンバー導入に関す

る議論が始まったのは平成１９年の事で、いわゆる「消えた年金」問題の発覚を受けて、社会保険を一括管

理する方法として走り出しました。そして、マイナンバー制度が本格的にスタートしたのは平成２８年１月

１日からです。この日以降、社会保障や税金の申請や手続きにはマイナンバーが用いられることになりまし

た。そして、少し古いデータではありますが去年の５月のマイナンバーカードの交付率を見ますと全国平均

ではおよそ９％しかありませんでしたので、まだまだ普及しているとは言い難い状況だと思います。発足当

初は便利な制度と言われていましたが、実際の普及率の低さから見ると、その利便性には疑問を感じます。

実際にマイナンバーを使う場面はどれほどあったでしょうか？しかし、年代別で見ると比較的、中高年世代

の人気が高く、７０歳前後の交付率は１７％ぐらいになっており、これは個人的な考え方ですが、その年齢

ぐらいから運転免許証を返納する方が多くなるので、その代わりの顔写真付きの身分証明書として役立てて

いる人がいるのかもしれません。          

                                           （田中 敏） 

 



【入職】 

西小路 徳子  世話人         グループホーム  ７/１付 

宮成 睦子  世話人         グループホーム  ７/１付 

徳田 直樹  運転手         津の辺      ８/２４付 

田邊   浩二   生活支援員     津の辺        １０/１付 

上田   保子  調理員     津の辺    １１/１６付 

【退職】 

北田  節子  調理員        津の辺     ７/３１付 

下岡 浩靖    世話人     グループホーム ８/３１付 

・一緒にお出かけしませんか？ 

・一緒にお仕事しませんか？ 

・一緒に旅行にいきませんか？ 

※利用者の方たちと楽しく過ごしていただける方を募集して

います。興味のある方はお気軽にご連絡下さい。   

 連絡先：なわて更生園   

 松浦（TEL：072-876-3334） 
 

 
 

ボランティアセブン様 

散髪ボランティア様「山の会」様 

真鍋 和美様 

エンゼルＱ様 

四条畷お話の会様 

滝木間区自治会様 

ボランティアセブン様 

亀井輝穎様 畔内幸恵様 

岩見作智子様 村本静子様 

 

おしらせ♪ 
 今年も３月１４日（水）～１８日（日）までガレリア・ロッソ・イケダヤで四条畷福祉会

による迷作展があります。利用者の方々の個性あふれる、素敵な作品がたくさん展示され

ますので、ぜひ見に来てください！ 

お茶をしていただけるスペース（無料）もご用意していますので 

お気軽にお立ち寄りください！！ 



 

 

四条畷福祉会は平成２年３月大阪府知事の認可を受け、知的障がい者の育成を目的として、社会福祉事業に理解

ある人達や保護者によって設立されました。 

今、障がい者問題は、障がい者を保護育成する時代から、社会の構成員として共に地域生活ができるよう福祉

サービスの推進が求められる時代となってまいりました。 

しかしながら知的障がい者が安心して生活が送れる地域社会への実現にはさらになお多くの方々の御協力、御支

援が必要でございます。 

つきましては、皆様方には、知的障がい者の現状をご理解いただき本法人活動に、賛助会員として御支援いただ

きますようよろしくお願い申し上げます。 

なお、この会費は、「寄附金」として、本法人の経営する第一種および第二種社会福祉事業に使用させていただき

ます。 

賛助会費 

個人：年額 １，０００円 

団体：年額一口 １０，０００円 

①1口でも結構です 

②税法上の特典があります 

『賛助会員』 加入の御礼及び協力者一覧 

 

 平成２９年７月１日から平成２９年１０月３１日までに賛助会員に賛同して下さった方は 

１５名、総額費は１３万６千円でした。ありがとうございました。 

 

岡﨑 邦子様 田中 由子様 田丸 忠義様  

大羽 達郎様 佐倉 公子様 （医）藤川クリニック御中  

アイサポート株式会社様 出原 正裕様 栗山 幸生様  

紺屋 孝之様 南医院御中 山本ミート御中  （順不同） 

社会福祉法人 四条畷福祉会を支援するための 

「賛助会員」 入会のお願い 



支援スタッフ募集知的障がい者への理解のある方!! 

   

【待遇】各種社会保険、賞与年２回、有給休暇有、交通費支給（上限有り）     【応募】まずはお問い合わせ下さい 

社会福祉法人 四条畷福祉会☎072‐876‐3334 

 

支 援 員 

年令 30 歳迄 

長期勤続によるキャリア形成を図るための若年者等

の募集（３号のイ） 

要原付免許 

勤務地：なわて更生園（四條畷市南野 2463） 

正月給／216,420 円～（短大･専門学校卒の場合） 

229,820 円～（4 大卒の場合） 

（夜勤手当 4,000 円/4 回・処遇改善手当含む） 

（近辺居住の世帯主に限り住宅手当 20,000 円支給） 

（試用期間 3 ヶ月） 

7：00～ 15：30 

9：00～ 17：45 

13：00～  21：45 

15：00～翌 10：00 

シフト制（夜勤有） 

看 護 師 

年令 45 歳迄 

長期勤続によるキャリア形成を図るための若年者等

の募集（３号のイ） 

要普通自動車免許 

勤務地：なわて更生園（四條畷市南野 2463） 

正月給／285,300 円～（正看護師の場合） 

265,260 円～（准看護師の場合） 

（職務手当・処遇改善手当含む） 

（経験考慮します） 

（近辺居住の世帯主に限り別途住宅手当 20,000 円支給） 

（試用期間 3 ヶ月） 

利用者の健康管理、通院介助など 

9：00～17：45 

支 援 員 

勤務地：なわて更生園（四條畷市南野 2463） 

津の辺 （大東市南津の辺町 1-43） 

時給／968 円～ 9：00～17：45 

調 理 員 

勤務地：なわて更生園（四條畷市南野 2463） 

時給／948 円～ 

事業所での食事提供にかかる全般 

6：15～14：00 

9：00～17：45 

14：00～19：00 

シフト制(時間応相談) 

世 話 人 

勤務地：(大東市内・四條畷市内に複数ヶ所有り) 

一泊／15,492 円 

利用者の身辺援助、食事提供が主な仕事です。 

16：00～翌 10：00 

(仮眠有) 

【短期入所利用状況】※延べ人数（平成２９年７月１日～平成２９年１０月３１日）  

利用者数(なわて更生園)  男性： 181名  女性：  278名  

【日中一時支援利用状況】※延べ人数（平成２９年７月1日～平成２９年１０月３１日）  

利用者数(なわて更生園)  男性：  169名  女性：   3名  

利用者数(津の辺)  男性：  ５名  女性：   ０名  

編集後記 

 表紙にもある通り、皆様にとってワンダフル

な、素敵な 1年になりますように。  （藤田） 
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